
（公財）日本水泳連盟

アンチ・ドーピング委員会
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アスリートであるために

皆さんは大学生になり「アスリート」と呼ばれるランクの選手になりました

でも、自分はドーピングなんかやっていない
自分には関係ない なんて思っていませんか？

小学生

中学生

高校生

そして大学生

これからアスリートとして選手生活を続けるために必要なルール

・水泳、競技のルール
・社会人としてのルール
・アンチ・ドーピングのルール

●
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事実：近年ドーピング違反になる選手が増えている

JADA番号 競技団体 禁止物質 又は 違反理由
競技成
績の失
効

制裁 備考

水泳 メチルエフェドリン 暫定資格停止中 原因調査中

水泳 選択的アンドロゲン受容体調節薬 資格停止2年間 CAS係争FINAと和解

2018-006 パワーリフティング メテノロン、ボルデノン、クロミフェン 〇 資格停止4年間

2018-005 陸上 クロミフェン 〇 資格停止2年間

2018-004 ボディービル クロミフェン 〇 資格停止2年間

2018-003 自転車 ビランテロール 〇 資格停止6ヶ月間

2018-002 レスリング アセタゾラミド 〇 暫定制裁取り消し
ジェネリック整腸剤に混入
競技者に過誤又は過失がな
い事例

2018-001 自転車 メタンジエノン、クロミフェン 〇 資格停止4年間

スピードスケート アセタゾラミド 譴責のみ 冬期五輪

2017-006 フェンシング プレドニゾロン、プレドニン 〇 資格停止1年3ヶ月間

2017-005 陸上 メテロノン 〇 資格停止1年3ヶ月間

2017-004 カヌー 禁止薬物の投与 〇 資格停止8年間 ライバルを陥れた事例

2017-003 レスリング クレンブテロール、メチルエフェドリン 〇 資格停止1年8ヶ月間

2017-002 カヌー メタンジエノン ○ ー
競技者に過誤又は過失がな
い事例

2017-001 水泳 ジメチルブチルアミン 〇 資格停止7ヶ月間 水泳初事例

直近2年間 日本人選手のドーピング違反例
2019年9月時点

日本ではサプリメントによる「うっかりドーピング」が多いのです
3



ドーピングに違反になると？

競技成績が失効する
個人の成績 チームの成績

原則４年間、そのスポーツに
関わることができなくなる

競技会に出られない
トレーニングができない

指導者として関わる事もできない
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本日の目的

近年、水泳界においても、

ドーピング陽性者が複数報告され、

身近になったアンチ・ドーピングの

知識の啓発をはかる

「知らなかった・・」では済まされない

アンチ・ドーピングのルールを勉強しましょう
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講義内容

①アンチドーピングの概要と選手の責務

②サプリメントに注意

③市販薬に注意

④診療機関を受診するときに必要なこと
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ドーピングとは

競技力を高めるために、
禁止されている物質や方法を使用したり

それらの使用を隠したりする行為

ドーピングが禁止されている理由

これらはスポーツの価値を損なう行為

フェアプレーの
精神に反する

アスリートの
健康を害する

反社会的行為
である
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世界アンチ・ドーピング規定

PLAY TRUEを
実現するための約束

全世界・全スポーツ統一

アスリートとしてスポーツに参加するためには、
アンチ・ドーピングの正しい知識を持ち、

ルールを厳格に守る事が必要です
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アスリートがしてはいけない規則違反①

採尿した尿や血液に
禁止物質が存在すること

体内に摂取するものは全て

アスリートの責任

市販薬サプリメント

食品

注射

処方薬

9



アスリートがしてはいけない規則違反②

禁止物質・禁止方法の使用
または使用を企てること

ドーピング検査を拒否
または避けること

帰りの交通機関に間に合わない等は受け入れられません
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アスリートがしてはいけない規則違反③

居場所情報関連の義務を
果たさないこと

居場所情報を提出するトップアスリートが対象になります

Z

Z

Z
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検査の種類

競技会内検査

競技会外検査

場所による種類 方法の種類

全ての国際大会と
主要国内大会

尿検査

血液検査自宅や練習場所などで
行う検査

JADA/ドーピング検査ガイドより
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講義内容

①アンチドーピングの概要と選手の責務

②サプリメントに注意

③市販薬に注意

④診療機関を受診するときに必要なこと

そのサプリ、大丈夫？
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サプリメントの注意点

サプリメントには成分表に記載されていない

物質が入っている可能性がある

発売後に、途中で成分が変わっていることもある

常に、誰も、絶対に安全とは言う
ことができない！

医薬品
成分をすべて表示する義務

が

「ある」

サプリメント
成分をすべて表示する義務

が

「ない」
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海外製のサプリメントは危険！

Hans Geyer et al. :J. Mass Spectrom. 2008; 43: 892–902

【サプリメントの蛋白同化ステロイド含有陽性率】

国名 個数 陽性数 陽性率

14.8%94個634個

6～7個に1個は
蛋白同化ステロ
イドが含まれて

いる！
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実際の例として
2016年
自転車競技において
国体 初事例
テストステロン
アンドロステンジオン

2017年
水泳競技において
水泳 初事例
ジメチルブチルアミン

ANAVITE（アナバイト）
アメリカでは

一般的な総合ビタミン剤

検出された禁止物質が違う。
製造段階で混入したと思われる

●
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日本のサプリメントは安全？

日本製だからといって
安全なわけではない

株式会社梅丹本舗 HP（http://www.meitanhonpo.jp/）
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JADAマークは廃止されました

日本アンチ・ドーピング機構認定制度は
2019年3月をもって終了となりました。

現在、サプリメントを完全保証する
機関や制度は存在しません。

●

サプリメントの安全性は専門家でも判断できないのです
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サプリメントに頼らず、栄養学を学んでみませんか！

日本語版 日本水泳連盟医事委員会翻訳：https://www.swim.or.jp/upfiles/1526538028-水泳選手のための栄養ー健康とパフォーマンスアップのために.pdf

水泳選手のための
栄養

健康とパフォーマンス
アップのために

Fina編

日本語訳は日本水泳連盟の
ホームページから手に入ります
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講義内容

①アンチドーピングの概要と選手の責務

②サプリメントに注意

③市販薬に注意

④診療機関を受診するときに必要なこと
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市販薬にも禁止物質が含まれています

大半の風邪薬 X

多くの鼻炎・花粉症の薬 X

市販薬を買うときは水泳連盟発行の
<いつでも使える薬> を参考にしましょう
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日本水泳連盟所属競技者
＜いつでも使える薬の例＞

https://www.swim.or.jp/about/download/atdp_05_2019.pdf 22



水泳連盟のホームページからダウンロードできます

(公財)日本水泳連盟ホームページ
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パブロンSゴールドW錠 パブロンゴールドA錠

禁止物質を含まない 禁止物質を含む
大正製薬株式会社HP （http://www.taisho.co.jp/pabron/series/#series-family）

商品名は正確に

広告に注意

アスリートが広告していても禁止物質が入っている場合があります

佐藤製薬株式会社ストナHP
（http://www.stona.jp/）
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漢方薬に注意！
• 植物や動物など天然物から由来しており、含有する全ての物質が明
らかになっているわけではない

• 明らかな禁止物質を含む物も多い

マオウ、ホミカ、ハンゲ、ロクジョウ、ジャコウ、カイクジン

漢方薬の使用は避ける！

漢字はないけど漢方薬

ナイシトール®85aコッコアポ®EX錠

どちらも防風通聖散
（禁止物質含有）が含まれる
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こんな物にも

ロクジョウチンキ
（禁止物質含有漢方）

ヒゲナミン
（禁止成分）

エフェドリン
（禁止成分）

特にエナジードリンクには注意しましょう！

●
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講義内容

①アンチドーピングの概要と選手の責務

②サプリメントに注意

③市販薬に注意

④診療機関を受診するときに必要なこと
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病院で診察を受ける前に

自分はドーピング検査を受ける可能性がある

禁止されていない薬を使って治療をして欲しい

アスリートはこのように医療機関に伝える義務があります

しかしアンチドーピングの知識を持った医師なんて

ほんの一握りが現状

アスリート自身が、ルールを医療機関に伝えたり、

禁止物質を調べたりする必要があります
28



日本水泳連盟
所属競技者

＜担当医師へのお願い＞

日本水泳連盟のホームページから
ダウンロードして
医療機関に持って行きましょう

（公財）日本水泳連盟所属競技者＜担当医師へのお願い＞ 

（この内容は2019年1月1日から2019年12月31日まで有効）Ver.1 

（公財）日本水泳連盟アンチ・ドーピング委員会 

 

 ご担当医師におかれましては、時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また日頃から（公財）日本水泳連盟所属の競技者をご診

療いただき誠にありがとうございます。さて、本状持参の患者は、ドーピング検査を受ける可能性のある競技者であることから、以下の点を

ご考慮願います。（公財）日本水泳連盟ホームページ内の「（公財）日本水泳連盟所属競技者＜TUEガイド＞」もご参照の上、必要に応じて「薬

剤師のためのドーピング防止ガイドブック」（インターネットからも入手可能、毎年５月頃更新されています）のご利用や、各都道府県の「薬

剤師会ドーピング防止ホットライン」、「JADA公認スポーツファーマシスト」へご相談、もしくはインターネット上の「Global DRO-JAPAN」で

医薬品名等をご入力いただき、ご確認いただくなどの方法でご対応の程どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

① ドーピング検査において、「世界アンチ・ドーピング規程2019年禁止表国際基準」の「禁止される物質と方法」の使用が明らかになる

と、それが医学的に妥当なものであっても、競技者は失格および資格停止などの制裁を受けることになります。「2019年禁止表国際基

準」は日本アンチ・ドーピング機構（JADA）のホームページから入手可能です。 

② 治療上必要なグリセロール使用や、競技者の嗜好などでのアルコール摂取は禁止されません（以前は禁止されていた）。また、禁止物質

を含まないことを前提に、静脈内注入・注射の許容量とタイミングは、12時間あたり計100mlまでの点滴は使用可能です。しかし、その量

を超える点滴を行う場合、入院設備を有する医療機関での治療およびその受診過程（結果的に入院しなくても構わない）外科手術または

臨床検査のそれぞれの過程に置いて正当に受ける場合は許可されますが、無床診療所で行う場合はTUE申請が必要になります。 

③ 気管支喘息治療薬のベータ２作用薬であるサルブタモール、サルメテロール、ホルモテロールの吸入は、適正使用下（吸入サルブタモー

ルに関しては24時間で最大1600μg、いかなる用量から開始しても12時間で800μgを超えない、など）であればTUEの申請は必要ありませ

ん。しかしサルブタモール、サルメテロール、ホルモテロールを除いた他のベータ２作用薬の吸入使用に関しては、競技者のレベルによ

りFINAやJADAへ通常のTUEと気管支喘息治療に関するTUE申請のための情報提供書の提出が必要です。また、ベータ２作用薬の吸入以外の

使用（内服、点滴など）に関しては従来通り全例TUE申請が必要です。 

④ 使用可能な病院処方薬の例を以下に示します。（下記以外にも使用可能な医薬品はたくさんあります） 

＜感冒薬類＞PL配合顆粒、トランサミン、ムコダイン、アストミン、メジコン、リン酸コデイン、イソジンガーグル、SPトローチ、等 

＜鎮痛薬＞ロキソニン、ボルタレン、ロルカム、セレコックス、ハイペン、カロナール、ブルフェン、リリカ、トラムセット、等 

＜胃腸薬＞ムコスタ、ガスター、パリエット、タケプロン、ネキシウム、アルサルミン、タガメット、ブスコパン、ナウゼリン、 

プリンペラン、ロペミン、タンナルビン、ラックビー、ビオフェルミン、酸化マグネシウム、プルゼニド、等 

＜抗アレルギー薬＞ポララミン、ザジテン、アレジオン、アレグラ、アレロック、タリオン、オノン、インタール、シングレア、等 

＜抗生物質＞サワシリン、パンスポリン、セフゾン、フロモックス、クラリス、クラビット、ホスミシン、ネオイスコチン、等 

＜気管支喘息治療薬＞ベネトリン(吸入のみ可、内服は不可)、サルタノールインヘラー、フルタイド、アドエアディスカス、シムビコート、等 

＜その他＞タミフル、フェロミア、メチコバール、トラベルミン、ミオナール、テルネリン、テオドール、ドオルトン、チラージンS、 

     メルカゾール、プロパジール、リンデロンVG軟膏（皮膚に限り使用可能）、ケナログ口腔用軟膏、等 

⑤ 治療のために禁止物質を使用する必要がある場合は、治療使用特例（TUE）申請書の記載をお願いします。「（公財）日本水泳連盟所属競

技者＜TUEガイド＞」や、JADAホームページ → 医療関係の方へ → ダウンロード／治療使用特例(TUE)に関する書式とすすむと見ら

れる「医師のためのTUE申請ガイドブック」等をご参照下さい（記入例が記載されています）。申請書式ご記入の際、競技者情報の一部、

競技者の宣誓書以外の箇所は、全て英語・英文であることをご承知ください。また、該当患者（競技者）が国際的競技者レベルの場合

は、書類がFINA（国際水泳連盟）用のものとなり、こちらも全てが英語・英文記載です。 

⑤ 最後に、治療に際し使用した医薬品に関連して、使用薬品名、使用量、使用方法、医師の氏名と病院連絡先を競技者に伝えていただくよ

う宜しくお願いいたします。 

記載内容

①ドーピングの概略

②点滴等について

③喘息治療薬について

④使用可能な病院処方薬の例

⑤ TUEについて

⑥選手に使用薬剤の告知願い

https://www.swim.or.jp/about/download/atdp_02_2019.pdf 29



禁止物質を自分で調べるには？

スポーツファーマシストに相談

最新のアンチドーピングに関する情報を持つ薬剤師
病院、薬局、ドラッグストアなどに在籍
JADAのホームページから検索できる

Global DROで確認

薬の成分に禁止物質が
含まれているか検索可能
パソコンやスマートフォンから
アクセスできる
検索結果はメールやPDFで保管可能

www.globaldro.com/JP/search
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ここをクリック

日水連のスポーツファーマシストに
相談してみよう
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• 日本水泳連盟所属のスポーツ

ファーマシスト(薬剤師)が、薬や

サプリメントに関する質問に回答

• 利用対象は選手、コーチ、トレー

ナー、保護者など水泳競技に関わ

る全ての方

• 競技レベルは関係ない

• 質問の内容によっては、回答に時

間がかかることもある
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水泳選手に特によく見かける疾患

喘息 鼻炎、花粉症

メプチン®や
ホクナリンテープ®は
常時禁止物質が含まれます

これらの治療を行っている場合は、
今一度自分の薬を確認する必要があります
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自分が使っている薬に禁止物資が入っていたら？

Step1. 医療機関に相談して、禁止物質が入っていない薬に

代えられるなら、代えてもらう

Step2. 代えられない時は、医療機関からTUE申請をしてもらう

TUE
誰もがスポーツに平等に参加する権利
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いつ？どの大会でTUEを出さなければならないのか

TUE申請は選手のカテゴリーにより変わります。
日水連のホームページから調べてみましょう

（公財）日本水泳連盟所属競技者＜TUEガイド＞ 

（この内容は2019年1月1日から2019年12月31日まで有効）Ver.1 

（公財）日本水泳連盟アンチ・ドーピング委員会 

 

① TUE（Therapeutic Use Exemptions: 治療使用特例）とは 

禁止物質・禁止方法の使用を要する医学的状態にある競技者が申請して、認められれば、禁止物質・禁止方法を治療目的で使用するこ

とができるものです。競技者は承認が必要な日（競技大会など）の30日前までにTUEの申請を行う必要があります（30日前を過ぎてし

まったら受付けてもらえないということではありませんが、承認が必要な日までに判断がなされない可能性があります）。詳細が載って

いる「2019年禁止表国際基準」、「治療使用特例に関する国際基準2019」については、（公財）日本アンチ・ドーピング機構（JADA）のホ

ームページを参照下さい。また、JADAホームページ内でTUE申請書式の項目から、医師向けの「医師のためのTUE申請ガイドブック」

も参照出来ます。 

 

② TUEの規則は、競技者の状況によって若干異なります。競技者が以下のどの競技者カテゴリーに相当するか、まず確認してから次に

進んでください。 

競技者カテゴリー 競技者の状況 

Ａ FINA（国際水泳連盟）やJADA 検査対象者登録リスト競技者（注1） 

Ｂ FINAやJADA 検査対象者登録リスト競技者 ではないが国際競技会に参加する競技者 

Ｃ FINAやJADA 検査対象者登録リスト競技者 ではなく国際競技会にも参加しない 国内レベルの競技者 

（注1）FINAやJADA検査対象者登録リスト競技者：FINAやJADAによって指定され、ADAMSで居場所情報を提供している競技者。 

 

また、今年の「TUE事前申請が必要な競技大会」（予定）は以下の通りです。これらの競技会に出場予定で禁止物質・禁止方法の使用を必

要とする医学的状態にある競技者は全員TUEの事前申請が必要です。 

日程 競技会名 会場名 

4/2(火)～8(月) 第95回日本選手権 競泳競技 東京・東京辰巳国際水泳場 

4/27(土)～29(月) 第95回日本選手権 ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ競技 東京・東京辰巳国際水泳場 

9/11(水)〜16(月) 第74回国民体育大会（茨城）水泳競技 
笠松運動公園屋内プール、県立土浦第二高等学校、 

潮来特設OWS会場 

9/21(土)～23(月) 第95回日本選手権 飛込競技 石川・金沢プール 

9/22(日) 第95回日本選手権 OWS競技 未定 

10/4(金)～6(日) 第95回日本選手権 水球競技 東京・東京辰巳国際水泳場 

10/26(土)、27(日) 第61回日本選手権(25m) 水泳競技大会 東京・東京辰巳国際水泳場 

 

③ TUE付与の決定と申請書類の獲得、記載言語 

競技者カテゴリー TUE付与の決定 申請書類 記載言語 

A、B FINA FINAホームページ(http://www.fina.org)からダウンロード 英語 

C JADA JADAホームページ（http://www.playtruejapan.org）からダウンロード 英語 

 カテゴリーＣから新たにカテゴリーＡ、Ｂに入った競技者について：ある禁止物質・禁止方法についてすでにJADAよりTUEを獲得し

ている場合は、その旨を事前にFINAへ連絡することで、現在基本的にはTUEの承認を受けられるようになっています。以前のように再

度FINAからTUEを獲得する必要はありませんが、日水連事務局へ「FINAへのTUE承認希望」の連絡を必ず行ってください。 

 

④ TUEの種類について 〜通常のTUEと遡及的（そきゅうてき）TUE〜 

 TUEには、禁止物質・禁止方法の使用が予定される場合に事前に申請する通常のTUEと、使用後に申請する遡及的TUEの2種類の申請

方法があります。通常のTUEはカテゴリーAの競技者、国際大会に参加するカテゴリーBの競技者と「TUE事前申請が必要な競技大会」

に出場するカテゴリーCの競技者を含めた全ての競技者が該当します。それに対して遡及的TUEは、全ての禁止物質・禁止方法について、

救急治療または急性病状の治療が必要である場合（予定していなかった事態）に使用した際に事後的に申請、もしくはカテゴリーB,Cの

競技者が医師からの治療上必要で（他に代替治療がない）禁止物質を使用中に「TUE事前申請が必要な競技大会」ではない競技会でドー

ピング検査を受け、その結果、禁止物質が検出された場合に事後的に申請して、協議の上認められることがあるものです。レベルが高い

競技者はTUE申請の必要性が高くなり、そうではない競技者、少なくとも「TUE事前申請が必要な競技大会」には出場しないレベルであ

れば、病院受診で医師の診察のもと（確立された標準的な治療で、かつ他の代替治療がない場合。のちに必要が出た時点で診断過程（診

察・検査記録）、通院記録などを提出できることが条件）TUE 申請なく、禁止物質の使用が可能なこともあります。しかし、これは約束さ

れることではなく、基本的に禁止物質は禁止されていているものです。時間的余裕があればTUE申請をしておくのが望ましいです。 

<<通常のTUE>> 

競技者カテゴリー TUE事前申請が必要な国内競技会 国際競技会 
その他の国内競技会・ 

競技会外を含めて常に 

A 必要 必要 必要 

B 必要 必要 申請しても可 

C 必要 該当なし 申請しても可 

 

⑤  よくあるケース：気管支喘息治療目的の場合 

気管支喘息治療薬のベータ２作用薬であるサルブタモール、サルメテロール、ホルモテロールの吸入は、適正使用下であればTUEの

申請は必要ありません。しかしサルブタモール、サルメテロール、ホルモテロールを除いた他のベータ２作用薬の吸入使用に関して

は、競技者のレベルによりFINAやJADAへ通常のTUEと気管支喘息治療に関するTUE申請のための情報提供書の提出が必要です。また、

ベータ２作用薬の吸入以外の使用（内服、点滴など）に関しては従来通り全例TUE申請が必要です。 

 

⑥ TUEの提出（通常のTUEおよび遡及的TUEの提出） 

 競技者が日水連事務局に原本を郵送して下さい。提出前に書類の内容確認希望時や急ぎの場合は先にFAXで送付ください。内容を確認

の上、日水連事務局よりJADAあるいはFINAに転送いたします。また、FINAからのTUE取得の情報は、JADAにも通知いたします。 

郵送先：〒150-8050 渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館内  

   （公財）日本水泳連盟事務局 TUE申請係       FAX番号： 03-3481-0942 

 通常のTUEを休日などに大至急提出したい場合は日水連事務局へと同時にJADAまたはFINAにも直接FAXし、原本を日水連事務局に

郵送して下さい。      FAX番号： 日水連事務局 03-3481-0942、 JADA 03-5963-8031、 FINA ＋41-21-310-18-97 

https://www.swim.or.jp/about/download/atdp_03_2019.pdf
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緊急で治療が必要な場合

禁止物質・禁止方法を使用して緊急で治療をしないと

健康に重大な影響を及ぼす場合

まずは治療を優先
（なるべく医院や診療所ではなく病院で）

その後必要に応じてすみやかにTUEを申請する
（遡及的TUE申請）
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喘息の薬を
使うとき

花粉症や鼻炎の
薬を使うとき

いずれも水泳連盟のホームページからダウンロードできます

https://www.swim.or.jp/
about/download/atdp_11_2019.pdf

https://www.swim.or.jp/about/
download/atdp_14_2019.pdf

 【どうすればいいの？花粉症や鼻炎の薬】 
 (この内容は2019 年 1 月 1 日から2019 年 12 月 31 日まで有効)  

 (公財)  日本水泳連盟 アンチ・ドーピング委員会 

[参考・引用文献] 

鼻アレルギー診療ガイドライン作成委員会:  2016 年版 鼻アレルギー診療ガイドライン -通年性鼻炎と花粉症- 

[監修] (公財)日本水泳連盟 アンチ・ドーピング委員会 委員 福田裕次郎                          

作成年月日 2019 年 1 月 1 日 

作成者： 大友謙太朗 

＊ここに載っている薬のジェネリック医薬品も使用できます。 

花粉症などの鼻炎の影響で、普段の練習や大会で本来のパフォーマンスを発揮出来なかった経験はありませんか？ 

また、薬を飲んだら眠気でパフォーマンスをうまく発揮出来なかった経験はありませんか？ 

｢眠気が強い方が効果も強い｣わけではありません！ ここでは、ドーピング違反にならず、眠気が少ないとされる花粉症

などの鼻炎に対するお薬の一例を紹介します。 

 

＜病院や薬局でもらう場合＞ 

【飲み薬】  

 

  

【点鼻薬】  

 

＜ドラッグストアで購入する場合＞ 

(公財)  日本水泳連盟のホームページ(https: //w w w . sw im . or. jp /about/anti_ d . php )にある 

＜いつでも使える薬の例＞に載っているアレルギー用薬を参考に購入しましょう。 

 

・お薬は症状(くしゃみ、鼻水、鼻づまり)や症状のひどさ、生活スタイルによって使い分けます。医師や薬剤師にご自身の

症状をきちんと伝え、症状にあったお薬を用法・用量を守って使うことが大切です。 

・ここでご紹介したお薬は安心してご使用になれますが、薬によってはドーピング禁止物質を含むものもあります。 

ここでご紹介したお薬以外のものを使用する際は、(公財) 日本水泳連盟のホームページの【薬の相談窓口】 

( h ttps: //w w w . sw im . or. jp /antidop ing /)にご相談いただくことをお勧めします。 

・ディレグラ®配合錠には禁止物質が含まれていますので、服用は避けましょう。 

・漢方薬にも禁止物質を含むものがありますので、服用は避けましょう。 

・ザイザル
®
錠 5m g  

・ビラノア
®
錠 20m g  

・タリオン
®
錠 10m g  

【 薬剤師から女性アスリート および関係者の皆様へ】  

～生理痛とう まく つきあっていく ために～ 
(この内容は 2 0 1 9 年 1 月 1 日から 2 0 1 9 年 1 2 月 3 1 日まで有効) 

(公財)日本水泳連盟アンチ・ ド ーピング委員会 

 

生理痛(月経痛)の影響で、 普段の練習や大会で本来のパフォーマンスを発揮出来なかった経験はありませんか？ 

ここでは、 生理痛に対するお薬の一例を紹介します。  

 

＜生理痛の治療薬は？＞ 

生理痛の治療薬には大きく わけて、 次の２ つがあり ます。  

①痛み止め 

生理痛になったら、 なるべく 早く 痛み止めを飲むことをお勧めします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②LEP 配合薬 (いわゆる低用量ピル) 

生理痛が強い、 痛み止めが効かない、 生理痛の治療をしながら試合や練習日程に合わせて、 きて欲しい時期に月

経を起こしたい選手などに勧められます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 女性アスリート や関係者の皆様にお勧めの動画サイト 】  

 http://femaleathletes.jp/index.html 

【 参考・ 引用文献】  

・ 公益財団法人 日本水泳連盟： 水泳選手のためのアンチ・ ド ーピングのい・ ろ・ は 

・ 日本臨床スポーツ医学会 学術委員会： スポーツにおける薬物治療 処方と服薬指導 

【 監修】  

(公財)日本水泳連盟 医事委員会 能瀬さやか 
作成年月日： 2 0 1 9 年 1 月１ 日 

作成者： 大友謙太朗 

 

通常、吐き気や頭痛は 1 週間以内におさまることがほとんどです。不正出血は数ヶ月続く ことがあり ますが、継

続していく う ちに頻度は減っていきます。吐き気などの副作用がでた場合を想定し 、目標とする試合の少なく と

も２ ～３ ヶ月前までには服用を始めることをお勧めします。 また、 大会の時期と生理(月経)が重なりそう な場合

には、 事前に生理をずらすことも可能ですので早めに産婦人科を受診し医師に相談しまし ょ う 。  

・ 病院や薬局でもらう 場合 

カロナール®錠  ロキソニン ®錠  ボルタレン ®錠 など 

 

・ ド ラッ グスト アで購入する場合 

(公財)日本水泳連盟のホームページ(h ttp ://w w w .sw im .o r.jp /a b ou t/a n ti_ d .p h p )にある 

＜いつでも使える薬の例＞に載っている痛み止めを参考に購入しましょ う 。  

 

※ ここに挙げたものだけがすべてではありません。 他にも数多く あるので、 ド ーピング防止に詳しいスポーツ 

ファーマシスト にご相談く ださい。  (公財)日本水泳連盟のホームページの【 薬の相談窓口】 もご利用く ださい。  

 

＜＜サプリメント・栄養ドリンク・エナジードリンクに注意を＞＞ 

2018 年 2 月 

日本水泳連盟アンチ・ドーピング委員会 

 

日本では意図的なドーピング違反はほとんどありませんが、近年サプリメントによるドーピング違反が目立ってきてい

ます。 

JADA（日本アンチ・ドーピング機構）の報告では 2015 年度の違反は 7人中 4人が「サプリメント」の使用によるもので

す。2016 年 3 月に日本水泳連盟から発信した注意喚起の資料にもありますが、特に海外製の「サプリメント」ではラベル

に記載がない成分が含まれていることや、発売後に途中で違う成分が紛れ込むこともあるようです。 

海外の「サプリメント」では約１５％に蛋白同化薬が含まれていたことが I C（国際オリンピック委員会）の調査でも分かっ

ています。 

（サプリメント＠JI  参照） 

 

「サプリメント」だけでなく、「栄養ドリンク」や「エナジードリンク」にも注意が必要です。 

「栄養ドリンク」には生薬（漢方薬の原料）が含まれるものが多く、明らかな禁止物質を含む商品もあります。生薬は、

天然由来の植物や動物より抽出されるため、すべての成分の特定ができません。そのため、禁止物質ではなくとも大丈

夫とは言えず、 E（治療使用特例）の提出もできない物質となります。 

 

 

 

 

 

 

また、「エナジードリンク」にはカフェインが大量に含有されています。カフェインは 2018 年現在、禁止物質ではありま

せんが、大量摂取により健康被害（死者）も出てきます。服用には十分注意をしてください。 

（農林水産省 H  参照 http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/hazard_chem/caffeine.html） 

 

エナジードリンクとカフェインについて、詳しくはこちらの コードから 

 

 

※	「サプリメント」や「栄養ドリンク」、「エナジードリンク」に頼りすぎず、必要なエネルギーや栄養素は食

事から摂ることを基本にしてください。 

海外製の「サプリメント」は絶対に使用しないようお願いいたします。 

 

例示ですが、こちらの商品のように、禁止物質である、 

ロクジョウ（成長因子を含む）が成分として表示されています。

他の禁止物質を含む栄養ドリンクも数多く存在します。 

エナジードリンクにも生薬を含む商品があるので 

注意してください。 

 

 

https://www.swim.or.jp/
about/download/atdp_12_2019.pdf

https://www.swim.or.jp/about/
download/atdp_13_2018.pdf

女性アスリートの
生理痛

エナジー
ドリンクに注意
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最近のドーピング事件や規則変更から

日本でも、ライバルの飲み物に禁止物質を入れて、
ライバルを陥れる事件がありました
この時、禁止物質を入れられた方のアスリートも、
成績が末梢されました
大会中や大会直前には

自分が目を離した飲み物には手を出さない
という注意が必要です

中身が全て開示されているはずの
処方薬から禁止物質が
検出された例がありました
アンチ・ドーピング委員会、
医事委員会では市販薬であっても
証拠を残すために

「最後の一粒を残す」
べきか、検討をしています

無床診療所における
12時間で100mlを
超える注射・点滴は
ドーピング違反となりました
大会前や大会中の点滴は

入院のできる病院で

受けるようにしましょう

居場所情報提出義務アスリート（トップアスリート）は常に上記の注意が必要です

●

追加
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アンチ・ドーピング委員会からのお願い

検査の通告は、競技終了後のADカード返却の

際におこなう事があります

ADカードは必ず自分の分だけを引き取るよう

にしてください

リレーや団体競技などで、チームメイトの分

を持って行くことはしないでください

よろしく
お願いします！
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ドーピング規則を守ってこそ、真のアスリートです

（公益財団法人） 日本水泳連盟 アンチ・ドーピング委員会
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